






要約:クレチン症マス・スクリーニングにおいて,初回採血後直ちに精密検査となる濾紙血

TSH 基準値 (即精検値)に対する勧告案作成の基礎的データとするため,全国各検査施設の

平成 5 年度のスクリーニング成績の調査を行った.その結果,1)即精検値を 30μU/ml 全血

以下に設定している施設は,平成 5年度には 51施設中 22 施設であったのに対し,平成 7年

度には27施設と全施設の半数以上になってきていた.2)初回採血で濾紙血TSHが30μU/ml

全血以上を示した症例のうち 44.0%はクレチン症と診断されていた.3)即精検値が 35μ

U/ml 全血以上の 28 施設において,即精検値を 30μU/ml 全血に引き下げたと仮定すると,

精検数(即精検数＋再採血後精検数)の増加は 31例であり,この増加数を単純に施設数で割

ると,1 施設当たり精検数の増加は平均 1.1 人となることが判明した.以上より即精検値が

30μU/ml 全血を越えている施設において,30μU/m1 全血程度に引き下げても患者家族およ

ぴ精検病院に対する負担増は許容範囲ではないかと考えられた.またこれによリクレチン

症患者の,より早期の診断および冶療開始が可能になると思われた.


